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間
の
映
画
に
な
っ
た
ん
や
で
ェ
・

ヘ
ー
ッ
、
七
時
間
。
そ
ん
な
ん
見
る
ヒ
マ
な
い
わ
。
そ
れ
で
四

時
間
に
ち
ぢ
め
は
っ
た
ん
や
。

監
督
が
ア
リ
ア
ー
ヌ
・
ム
ヌ
ー
シ
ュ
キ
ン
い
う
て
フ
ラ
ン
ス
の

芝
居
屋
は
ん
や
。
演
出
家
や
、
女
や
。

な
ん
や
、
お
な
ご
は
ん
か
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
な
。

い
ま
ど
き
、
そ
ん
な
こ
と
ぬ
か
し
た
ら
、
お
な
ご
は
ん
に
殴
ら

れ
ま
っ
せ
。

こ
の
お
な
ど
が
え
ら
い
人
で
、
前
衛
芝
居
の
大
家
や
。
数
年
ま

え
に
も
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
日
本
に
来
て
カ
ブ
キ
と
ノ
ウ
が
あ
ん
ま

り
え
え
の
で
五
年
も
い
て
し
も
う
た
人
や
。
え
ら
い
太
っ
た
大
き

な
女
や
そ
う
な
。
フ
ラ
ン
ス
演
劇
界
の
お
お
も
の
や
。

そ
や
さ
か
い
フ
ラ
ン
ス
の
モ
リ
エ
ー
ル
を
こ
の
劇
界
の
お
お
も

の
が
映
画
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
え
ら
い
あ
り
が
た
い
こ
と
や

こ
な
い
だ
ア
メ
リ
カ
の
人
が
山
で
ゆ
き
は
ぐ
れ
四
十
日
間
も
ア

リ
と
コ
ケ
だ
け
た
べ
て
生
き
と
っ
た
そ
う
や
。
そ
れ
で
コ
ケ
食
う

ご
と
に
コ
ケ
る
な
よ
、
ア
リ
十
匹
食
う
ご
と
に
ア
リ
ガ
ト
ウ
。

そ
ん
な
ア
ホ
な
こ
と
い
う
よ
り
も
今
日
は
モ
リ
エ
ー
ル
勉
強
や

モ
リ
エ
ー
ル
い
う
た
ら
「
守
銭
奴
」
「
タ
ル
チ
ュ
ア
」
の
作
者

で
役
者
や
身

よ
う
知
っ
と
っ
た
わ
。
喜
劇
作
家
、
喜
劇
役
者
の
フ
ラ
ン
ス
の

演
劇
の
神
さ
ま
や
。

そ
ん
な
ら
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
同
じ
や
。
そ
う
や
、
し
か
し
モ
リ

エ
ー
ル
は
一
六
六
四
年
に
「
タ
ル
チ
ュ
ア
」
な
ど
興
行
し
た
人

や
、
古
い
わ
。

日
本
で
い
う
た
ら
、
い
つ
ご
ろ
や
。
だ
い
た
い
…
幡
随
院
長
兵

術
が
風
呂
で
殺
さ
れ
た
こ
ろ
や
。

そ
の
「
モ
リ
エ
ー
ル
」
が
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
合
作
で
七
時
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１
１３９
１

イ
タ
リ
ア
か
ら
え
ら
い
人
気
も
ん
の
ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
と
い
う
の

が
●
ハ
リ
に
来
よ
っ
て
な
あ
…
…
そ
の
イ
タ
リ
ア
喜
劇
に
モ
リ
エ
ー

ル
ま
い
り
よ
っ
た
。
あ
れ
、
や
ろ
、
と
い
う
わ
け
や
。

そ
ん
な
ん
…
…
面
白
い
ん
か
。
面
白
い
ん
か
と
は
こ
の
女
流
演

出
家
は
ん
に
．
…
：
え
ら
－
い
失
礼
や
で
ェ
・
そ
の
衣
裳
の
す
ご

さ
、
そ
の
舞
台
セ
ッ
ト
の
時
代
色
、
楽
屋
裏
。
そ
や
…
面
白
い
と

こ
あ
る
で
ェ
。
モ
リ
エ
ー
ル
が
芝
居
を
書
き
な
が
ら
、
・
ヘ
ン
が
と

ま
る
、
も
う
。
ヘ
ン
が
走
ら
へ
ん
、
つ
ま
り
創
作
力
が
つ
き
て
し
も

た
。
〃
こ
こ
か
ら
さ
き
の
台
詞
も
う
書
け
ぬ
〃
そ
う
い
う
と
嫁
は

ん
で
相
手
役
の
女
優
が
、
あ
の
人
の
あ
の
芝
居
の
台
詞
ち
ょ
ろ
ま

か
し
な
は
れ
、
五
行
や
六
行
く
ら
い
、
そ
の
台
詞
、
相
手
わ
か
る

も
ん
か
。
つ
ま
り
盗
作
や
。

そ
れ
に
時
代
色
い
う
た
ら
、
ル
イ
十
四
世
が
庭
で
夜
宴
、
そ
の

演
出
ま
で
モ
リ
エ
ー
ル
が
や
る
ん
や
。

そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
。
び
っ
く
り
や
で
ェ
、
ぜ
い
た
く
と
ゆ
う
て

も
、
よ
↑
フ
も
、
こ
う
ま
で
、
ぜ
い
た
く
、
し
よ
っ
た
な
ァ
…
ち
ゅ

う
派
手
さ
や
。
あ
き
れ
て
目
を
ま
わ
す
。

こ
ん
な
ん
、
い
つ
ぺ
ん
、
見
と
か
な
。
モ
リ
エ
ー
ル
を
…
知
る

こ
と
は
や
っ
ぱ
し
、
え
え
こ
と
や
。

で
エ
・ほ

ん
ま
や
、
ア
リ
が
十
匹
や
な
ァ
。
し
か
し
築
地
小
劇
場
と
か

な
ん
や
む
つ
か
し
い
そ
ん
な
人
が
や
り
は
る
芝
居
の
作
者
や
ろ
、

わ
い
ら
見
た
ら
眠
っ
て
し
ま
う
ん
と
ち
や
う
か
。

そ
れ
が
面
白
い
ね
ん
。
第
一
部
は
ジ
ャ
リ
の
モ
リ
エ
ー
ル
が
や

が
て
青
年
と
な
り
、
旅
廻
り
の
役
者
に
な
っ
て
一
座
の
女
優
そ
れ

も
十
歳
く
ら
い
上
の
お
な
ご
と
夫
婦
に
な
っ
て
一
座
を
持
つ
の
や

が
、
こ
れ
が
借
金
だ
ら
け
で
、
パ
リ
か
ら
誕
洛
ち
す
る
ま
で
が
一

時
間
三
十
七
分
。

第
二
部
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
が
ふ
た
た
び
。
ハ
リ
に
戻
り
、
た
く
み

に
出
世
の
道
を
泳
ぎ
、
え
ら
い
人
気
も
の
、
そ
れ
で
ル
イ
十
四
世

の
お
か
か
え
に
な
る
。
金
が
で
き
る
と
今
度
は
名
誉
や
。
そ
れ
も

本
物
の
作
者
、
本
物
の
役
者
に
な
ろ
う
と
苦
し
み
だ
す
ん
や
。

芸
道
も
ん
や
な
あ
。
そ
や
が
な
。
そ
れ
で
モ
リ
エ
ー
ル
、
考
え

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
喜
劇
に
て
ん
こ
う
や
。

ア
チ
ャ
ラ
カ
か
。
そ
や
。
け
ど
さ
す
が
天
下
の
モ
リ
エ
ー
ル

や
、
そ
の
ア
チ
ャ
ラ
カ
に
人
間
調
刺
を
も
り
こ
む
の
や
。
お
か
み

か
ら
上
演
禁
止
を
く
ら
う
く
ら
い
、
え
げ
つ
な
い
の
を
や
る
の

や
。
ニ
セ
坊
主
、
ニ
セ
屡
有
、
な
ん
で
も
、
や
っ
つ
け
た
ん
や
。

そ
や
か
て
モ
リ
エ
ー
ル
を
好
き
な
人
は
お
も
ろ
か
ろ
う
が
、
ゼ

ロ
ゼ
ロ
セ
ブ
ン
の
ほ
う
が
好
き
な
わ
て
ら
、
ど
な
い
だ
つ
し
や
ろ

か
、
そ
ん
な
ん
四
時
間
も
か
か
っ
て
見
て
た
ら
。

教
養
の
あ
る
な
し
の
問
題
も
あ
る
、
そ
や
け
ど
、
ポ
カ
ン
と
見

て
い
て
も
、
面
白
い
で
ェ
・

モ
リ
エ
ー
ル
（
一
六
六
二
、
’
七
三
）
五
十
一
歳
で
舞
台
で
血
を

吐
い
て
倒
れ
て
、
み
ん
な
に
か
つ
が
れ
家
に
か
え
る
う
ち
死
ぬ
の

や
が
、
そ
こ
ら
あ
た
り
、
こ
わ
い
で
ェ
。

そ
れ
に
そ
の
こ
ろ
の
芝
居
や
、
こ
れ
が
び
っ
く
り
や
。
お
し
ろ

い
ベ
タ
塗
り
で
、
悲
劇
の
と
き
は
、
そ
の
こ
う
せ
き
は
、
ま
る
で

お
き
よ
う
や
。

お
き
よ
う
て
な
ん
や
。
よ
く
よ
う
が
す
ご
い
。
つ
ま
り
詩
の
ろ

う
ど
く
や
。
ほ
ん
ま
、
カ
ブ
キ
と
お
ん
な
じ
や
っ
た
。

そ
れ
が
こ
の
モ
リ
エ
ー
ル
、
ル
イ
十
四
世
に
あ
ま
り
受
け
ん
と

気
づ
き
、
と
た
ん
に
、
ド
タ
バ
タ
喜
劇
に
変
え
よ
っ
た
。
実
は
、
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て
、
中
年
女
性
の
み
な
ら
ず
、

若
い
女
性
に
も
人
気
の
、
高
峰

☆
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
華

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
展

９
月
聖
日
（
木
）
１
，
月
４
日
（
火
）

大
丸
神
戸
店
６
階
伽
会
場
一
般
８
０
０

円
大
高
生
６
０
０
円
中
小
３
０
０
円

岨
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭

に
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術

界
を
席
捲
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
（
新
し
い
芸
術
）
の
先

駆
者
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ

シ
ャ
（
１
８
６
０
１
１
９
３
９
）

の
回
顧
展
。
１
８
６
０
年
、
チ

エ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
生
ま
れ
た

ミ
ュ
シ
ャ
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
挿

絵
、
装
飾
の
絵
描
き
と
し
て
一

世
を
風
摩
し
た
。
舞
台
女
優
サ

ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
た
め
に
手

掛
け
た
一
連
の
ポ
ス
タ
ｉ
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
そ
の
も
の
・

★
ミ
ニ
シ
ャ
展
に
愛
読
者
加
名
棟
を
御
招

待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸

っ
子
「
ミ
ュ
シ
と
係
ま
で
。
即
日
締
切

☆
生
誕
伽
年
金
山
平
三
展

９
月
晦
日
（
木
）
１
ｍ
月
逓
日
（
日
）

☆
高
峰
三
枝
子
リ
サ
イ
タ
ル

人
生
三
部
作
完
成
記
念

皿
月
５
日
（
水
）
６
日
（
木
）
２
時
６

時
半
Ｓ
Ｓ
８
０
０
０
円
Ｓ
６
０
０
０

円
Ａ
５
０
０
０
円
Ｂ
４
０
０
０
円

Ｃ
３
０
０
０
円
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

〃
フ
ル
ム
ー
ン
女
優
″
と
し

ご
蔦

く
の
若
者
を
魅
了
し
て
や
ま
な

い
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
初
期

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
か
ら
、
近
年

力
を
入
れ
て
い
る
版
画
、
ペ
イ

ン
テ
イ
ン
グ
の
作
品
ま
で
、
３

０
０
点
余
り
の
代
表
作
を
揃
え

《鶴蕊
魅力的なミュシャの絵

国
音

楽

息 兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
般
７
０
０
円

大
高
生
４
５
０
円
小
中
生
３
０
０
円

明
治
巧
年
、
神
戸
の
花
隈
に

生
ま
れ
た
金
山
平
三
は
、
昭
和

あ
た
る
。
若
く
か
ら
帝
選
に
連

続
入
選
す
る
な
ど
才
能
を
発
揮

し
た
が
、
孤
高
の
生
涯
の
ゆ
え

知
瑞
度
は
低
か
っ
た
。

し
か
し
最
近
「
幻
の
画
家
」

と
し
て
静
か
な
ブ
Ｉ
ム
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
日
本
全
国
の
風
景

を
大
胆
か
つ
清
澄
な
色
彩
で
描

く
筆
使
い
は
、
見
る
人
の
心
を

打
っ
て
や
ま
な
い
。

★
同
展
に
愛
読
者
鋤
名
様
を
御
招
待
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
「
金

山
平
三
展
」
係
ま
で
。
９
月
鋤
日
締
切
。

☆
横
尾
忠
則
の
世
界

９
月
３
日
（
土
）
１
，
月
２
日
（
日
）

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
一
般
７
０
０

円
高
大
生
５
０
０
円
小
中
３
０
０
円

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
、
１
９
６
０
年
代
か
ら

次
々
と
意
欲
作
を
発
表
し
て
き

た
横
尾
忠
則
。
同
時
代
を
独
自

の
作
風
で
描
く
氏
の
作
品
は
多

瀞、

漁村三瀬（昭2 0 ～2 1 頃）
年生よ年が没８０３９
目誕うは、し歳年
に１０ O どち今たで、

雲横
尾
の
全
て
を
展
観
す
る
。

☆
「
横
尾
忠
則
の
世
界
」
に
愛
読
者
、
名

槻
を
御
招
待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
の
う

え
、
神
戸
っ
子
細
集
室
「
横
尾
忠
則
の
世

界
」
係
ま
で
。
先
着
順
で
郵
送
。

高峰三枝子

iｉ

堤１９１

１
１４０
１

腰巻お仙
鶏

カ
ザ
ル
ス
亡
き
あ
と
、
世
界

の
ト
ッ
プ
・
チ
ェ
リ
ス
ト
と
し

て
推
し
も
推
さ
れ
ぬ
堤
剛
。
幼

児
期
か
ら
父
に
手
ほ
ど
き
を
受

け
１
９
５
０
年
に
８
歳
で
第
１

回
独
奏
会
を
開
く
。
そ
の
後
、

天
才
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し

数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
。

内
外
で
活
発
に
リ
サ
イ
タ
ル
、

協
演
、
放
送
な
ど
の
演
奏
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
巨
人
、
堤
鍵

三
枝
子
が
７
年
ぶ
り
の
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
く
。

榊
成
は
「
再
会
」
な
ど
の
名

曲
シ
リ
ー
ズ
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
〃
人
生
三
部
作
″
、
懐
か
し

の
映
画
主
題
歌
を
次
々
と
歌
い

上
げ
る
予
定
。
今
秋
錨
歳
に
な

る
高
峰
三
枝
子
の
、
熟
年
の
歌

声
が
未
だ
健
在
な
り
は
、
既
に

さ
き
の
東
京
公
演
な
ど
で
も
実

証
済
み
。
情
感
溢
れ
る
大
人
の

歌
声
が
、
大
い
に
楽
し
み
。

☆
堤
剛
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
〃
孤
高
″

チ
ェ
ロ
ラ
イ
ブ

９
月
避
日
（
水
）
７
時
兵
叩
県
民
小
側

場
自
由
席
２
５
０
０
円
（
前
売
り
の

み
）
指
定
席
２
８
０
０
円
高
校
以
下

１
５
０
０
円
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焔
演

劇

剛
の
語
り
と
無
伴
奏
名
曲
の
演

奏
に
一
夜
酔
い
し
れ
て
み
た
い

蝋
・
鋤

鱗
古
豊
篭

☆
チ
ャ
ゲ
＆
飛
鳥

１
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会

館
Ｓ
・
２
８
０
０
円
Ａ
・
２
５
０

０
画
脚

☆
五
木
ひ
ろ
し

９
日
（
金
）
２
時
・
６
時
半
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
６
０
０
０
円

Ａ
・
５
０
０
０
円

☆
稲
垣
潤
一
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会

館
Ｓ
・
２
８
０
０
円
Ａ
・
２
５
０

０
画
“

★
辻
久
子
バ
イ
オ
リ
ン
の
夕
べ

Ⅳ
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ｓ
・
２
５
０
０
円
Ａ
ｏ
２

０
０
０
円
Ｂ
・
１
８
０
０
円
Ｃ
・

１
５
０
０
円

☆
森
進
一
コ
ン
サ
ー
ト
佃

詣
日
（
日
）
狸
時
半
・
３
陸
稲
手

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
４
５
０
０
円

☆
第
帆
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
あ
な
た
に

（
延
原
武
春
十
日
本
テ
レ
マ
ン
）

”
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
般
・
前
売
２
５
０
０
円
当

日
３
０
０
０
円
高
校
生
ま
で
、
前
売

２
０
０
０
円
当
日
２
３
０
０
円

園
音
楽

員
・
２
３
０
０
円

Ｌ
》
鴎
』
画
陵
，
舞
踊

☆
小
松
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
公
演

２
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
小

ホ
ー
ル
一
階
席
・
５
０
０
０
円

二
階
席
・
３
０
０
０
円

☆
波
バ
レ
エ
団
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

リ
サ
イ
タ
ル

加
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
前
売
・
１
０
０
０
円
当
日

１
５
０
０
円

忽
※
．

★
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

小
笠
原
誠
次
展
９
／
２
１
７

中
道
誉
覇
音
絵
画
展
９
／
９
１
皿

変
幻
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
）
ネ
オ
・
シ
ュ
ー
ル
の
探
訪
展

９
／
躯
ｌ
虹

坂
東
青
樹
展
９
／
銅
ｌ
配

☆
束
門
画
廊

中
野
喜
一
８
／
釦
１
９
／
４

松
永
行
利
９
／
６
１
ｕ

堀
尾
貞
治
９
／
皿
ｌ
哩

美
藤
勇
雄
９
／
ｍ
ｌ
配

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

お
富
に
は
重
鎮
、
尾
上
梅
幸
、

与
三
郎
に
市
川
海
老
蔵
。

長
唄
と
華
雁
な
舞
い
も
披
露

．
像
Ｉ
」
は
源
氏
再
興
を
企

て
る
人
間
模
様
を
描
い
た
も
の

－
条
大
蔵
卿
に
扮
し
た
尾
上
菊

五
郎
の
大
芝
居
が
圧
巻
。

「
与
話
情
ｌ
」
は
、
ご
存
知
、

切
ら
れ
与
三
郎
と
お
富
の
源
氏

店
で
の
再
会
場
面
が
見
も
の
。

★
「
神
戸
の
街
と
作
家
た
ち
』

講
師
・
吉
村
由
美

、
月
１
日
（
土
）
２
時
１
４
時
勤
労

会
館
７
Ｆ
大
ホ
ー
ル
－
０
０
０
円

★
松
竹
新
喜
劇
八
９
月
特
別
公
演
Ｖ

藤
山
克
美
に
わ
か
雨
と
蛍
光
灯
一
幕

幸
助
餅
二
場
神
戸
国
際
会
館

狙
日
（
日
）
Ｉ
即
日
（
火
）
狸
時
。

４
時
半
Ｓ
・
６
０
０
０
円
Ａ
・
５

０
０
０
円
Ｂ
・
４
０
０
０
円

☆
吉
行
和
子
一
人
舞
台

小
間
使
の
日
記
演
出
Ⅱ
大
間
知
端
子

即
日
（
火
）
７
時
２
３
０
０
円

尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
・
シ
ア
タ
ー

☆
山
本
圭
と
無
名
塾
公
演

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

即
日
（
火
）
Ｉ
聖
日
（
土
）
６
時
躯
分

銅
日
（
金
）
の
み
１
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
一
般
・
２
６
０
０
円
会

繍
締
掴
エ
講
演

☆
神
戸
室
内
合
奏
団
演
奏
会

四
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
般
・
２
５
０
０
円
会
員
。

２
２
０
０
円

☆
松
竹
大
歌
舞
伎
特
別
公
演

９
月
加
日
（
火
）
型
日
（
水
）
昼
の

部
１
時
夜
の
部
５
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
特
等
４
５
０
０
円
１
等
４
０

０
０
円
２
等
３
０
０
０
円
３
等
２
０

０
０
円
学
生
１
５
０
０
円

今
回
の
上
演
は
「
一
係
大
蔵

課
」
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
「
長

唄
あ
や
め
浴
衣
」
の
３
題
。

情
念
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。

★
出
演
／
浅
野
温
子
、
倍
賞
美
津
子
、
佳

那
晃
子
、
丹
波
哲
郎
、
曽
我
廼
明
蝶
、
大

村
崖
、
風
間
杜
夫
、
成
田
三
樹
夫
ほ
か
。

☆
「
陽
師
楼
」
に
愛
読
者
加
名
様
を
ご
招

待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
住
所
、
氏
窮

年
齢
を
明
記
し
て
「
陽
廊
楼
」
係
へ

９
月
Ⅷ
日
よ
り
三
宮
東
映
に
て
公
開

市川海老蔵

☆
陽
嘩
楼
’
よ
う
き
ろ
う
ｌ

大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
上
佐

の
高
知
に
西
日
本
随
一
の
遊
興

場
「
陽
陣
楼
」
が
あ
っ
た
。
華

美
な
夜
の
世
界
だ
が
、
内
側
は

男
と
女
、
親
と
子
の
葛
藤
が
渦

ま
く
情
念
の
世
界
で
あ
っ
た
。

「
鬼
龍
院
花
子
の
生
涯
」
と
同

じ
く
、
宮
尾
登
美
子
原
作
、
五

社
英
雄
監
督
の
待
望
の
野
心
作

映
画

卵
２
回
舞
子
焼
南
汎
作
間
展９

／
２
１
７

第
２
回
茶
道
具
名
品
展
９
／
９
１
皿

喜
寿
記
念
山
本
陶
秀
父
子
展

９
／
塑
Ｉ
型

異
色
の
新
鋭
第
２
回
渋
沢
け
い

９
／
銅
ｌ
配

☆
大
丸
美
術
画
廊

市
野
弘
之
・
年
成
父
子
展

９
／
１
１
６

戸
田
三
頭
新
作
展
９
／
８
１
ｍ

北
大
路
魯
山
人
展
９
／
軍
１
ｍ

ア
ー
ル
ヌ
ー
ポ
ー
の
準

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
と
エ
ミ
ー

ル
ガ
レ
ー
２
人
展
９
／
艶
ｌ
幻

★
三
越
美
術
舷

花
と
女
性
を
描
く
油
絵
展

岩
田
久
利
作
品
展
８
／
狐
１
９
／
４

日
本
画
小
品
展
茶
碗
を
中
心
に
し
た

現
代
人
気
作
家
陶
芸
展
９
／
６
１
超

現
代
作
家
日
本
両
３
人
展

壊
畷
・
井
上
公
三
・
大
橋
成
行
作
品
展

現
代
作
家
に
よ
る
六
古
窯
作
品
展

９
／
釦
１
ｍ
／
２

☆
住
吉
倶
楽
部

萩
野
美
聴
子
草
木
型
絵
染
展

８
／
記
１
９
／
４

岡
重
利
の
ち
ょ
っ
と
凝
り
た
い
器
展

９
／
９
１
鵡

中
川
久
嗣
手
造
り
家
具
展

９
／
蝿
ｌ
躯

妖艶に琴雨に

女
街
稼
業
の
緒
方
拳
、
そ
の

娘
の
芸
妓
を
池
上
季
実
子
。
こ

の
２
人
に
豪
華
俳
優
肺
が
絡
み
霧１

１４１
１
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気がついてみたらI I L や1 0 年｡ 梼さ
まと楽しくおしゃべりをしていて
いつの閲にか1 ( ) 年がたちました｡
あの蔵〔この顔……いろいろな方と
川会いました。布雌うございまし
た，虹排ちも新たに次の１０年にi f I I
I ) - て種張りますＲおなじみの顔、
折しい斑! …と、いろいろな藤ｉでj 眼
わう職にしたいと思います。今後
ともよろしくお願い中しあげます｡
・９月６日にささやかなパーティを
開きます。ぜひ、ご来店ください。

神戸市中央区中山手通１丁目7 - 1 0 （英建ビル１Ｆ）
ＴＥＬ３３１－１３１６

おかげさまで

１０周年
おか 詫

年１ アンダルシアの夜をあなたに…

蕊蕊

142鎌吻,｡2うi〃
神戸市中央区北野町3 - 2 - 4 ( 異人館通り）
アニルドマンション1 F T E L 2 4 1 - 1 3 4 4
6 : O D P Ｍ～1 ; O ０ＡＭ水曜休

騒騒議鍵鐸購謬鷺一. 津珊蕊鰯蕊溌
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畷

コウベファッションソサエティ

寸鯨長＝先生
●９月の理事会
日時／９月２日（金）ＰＭ７：３０
場所／コム・シノヮ

●1 0 月の理事会
日時／1 0 月７日（金）ＰＭ７：３０
場所／シェ・ラ・メールにしむら

ハ･-篭9１

Ｋ・函.Ｓ、★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

8６ 事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1
＜神戸のファッション都市化をめざす＞ ｎｅＷＳ 月刊神戸っ子内ＴＥＬ〈0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

と零：

９，昭和5 8 年度総会開く

柿本雅司さん、会長に再任
③会員ニュース
副会長として、会長のよきパ
ートナーとしてＫ､ Ｆ､ s ､ の会を
盛り立てている㈱神港ドレスの
荒津正美さんが、８月、新社屋
をオープンしました。場所は、
国鉄六甲道から歩いて７分。交
通の便を考えて移ったというこ

:雫濃癖曽騨鳶

癖

大内信行さんは、最後の挨拶の中で
「９年目を迎えているＫ､ Ｆ､ Ｓ・が、今
アクティブな会長を中心に、グイグイ
と伸びていっています。これもすべ
て、会員の方々の努力があればこそで
あって、ますます、同じ志を持つこの
仲間の活躍を期待しています。神戸の
代名詞である“ファッション都市”に
おいて、要となり、また、ファッショ
ン以外のラインにもきれいに携わるこ
とができますことを願っております」
と力強く語っていた。新メンバーの躍
進に大いに期待するところである。
③新理事のみなさん
会長柿本雅司
副会長田中謙司、清谷泰夫、荒津正

美
会計張恵美、古川雅琴
書記中島正義、森都喜夫
監査市野木江充子、西降幹男
理事横浜恵美子、小泉美喜子、佐

藤良子、中田泰次、高橋克彦
千葉瑠璃子、森蓉子、藤井
美智子､ 寺本信江､ 大内信行、
米田博司

“
口鱗 の新社屋の１階には､ 食料品も取り扱われていますｃ

荒津さんは、「これからは、衣料品ばかりでなく他
の分野の勉強にも努め､ K ・E S ･ を利用しながら､
常に刺激や感動を求めるように心がけていくつもり
です」と抱負を語っていました。
画㈱神港ドレス
住所／神戸市濯区大和町３丁目１－１３
両（0 7 8）8 4 1 - 2 8 4 0

●９月のマンスリーサロン
日時／９月1 6 日（金）ＰＭ７：００
場所／市立勤労会館
く会員によるパネルディスカッション＞パネラー／
米Ⅲ氏、佐藤氏、中凪氏、藤金氏、石原氏／コーデ
イネイタ－／荒津氏

剛●1 0 月のマンスリーサロン
＜ファッション公開識座＞

一
灘
，
鴬

昭和5 8 年度総会が、７月1 5 日、オリ
エンタルホテルに於て開かれた。５８年
度のＫＦ. Ｓ､ の事業報告を始め、会計
報告、会則変更などが滞りなく行なわ
れた。今回の第一の目的である、新理
事の改選では、会員全員による、厳選
なる投票の結果、活気あふれる新メン
バーが誕生した。
前回にひきつづき、会長に決定した

柿本雅司さんは、新会長として「ＫＦ．
ｓ・の会は日本でただ１つの会です。形

｜式ばらず、フリーなこの会で、全員が
1 4 9生き生きと活動し、喜んでいただけ
’れぱと思っております」と抱負を述べ

た。また、長年の間Ｋ､ Ｆ､ Ｓ, の副会長
を勤め、今回、辞任することになった

；
､ 鐘＝
新会長柿本さんの挨拶

日時／1 0 月1 7 日（月）ＰＭ６：３０
場所／三宮センタープラザ
ミ‘8 4 春夏物、ヨーロッパ・ニュ
ーヨークファッション仙報の動
向について､ ＜スライド付＞
講師に立亀長三先生を迎えて。
一般／2 , 0 0 0 円会員／１服料
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ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
線
の
広
場

で
、
物
産
展
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
興
趣
を
盛
り
上
げ
る
。

ま
た
加
月
訓
日
は
、
朝
の
９

時
頃
か
ら
夕
方
の
４
時
ぐ
ら
い

ま
で
、
同
船
見
学
希
望
者
１
万

１
１５０
１

ポ
ス
タ
ー
も
配
布
中
だ
。

、
月
１
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
る
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
３
日
、
帥

周
年
セ
リ
ザ
ワ
メ
モ
リ
ァ
ル
シ

ョ
ー
、
幻
日
に
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
神
戸

で
開
か
れ
る
が
、
大
阪
で
も
５

日
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
大
阪
会
議
が
、
ま
た
、
３
日

京
都
で
Ｋ
Ｄ
Ｋ
モ
ー
ド
シ
ョ
ー

な
ど
、
ｕ
月
末
ま
で
の
２
カ
月

間
、
３
都
市
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
、
華
麗
に

秋
を
彩
り
そ
う
だ
。
ま
た
、
エ

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

☆
京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン

ス
、
い
よ
い
よ
加
月
開
催

京
阪
神
の
３
都
市
が
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
一

体
と
な
っ
て
飛
躍
を
め
ざ
す
初

の
試
み
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン

ス
が
加
月
か
ら
開
か
れ
る
が
、

こ
の
ほ
ど
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
内

配

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

＆

、トリフィー' 8 3 ．
ポスター
用Ｐ決容
のＲ定が

帆船エスメラルダ号

名
和
岩
根
さ
ん
も
、
二
代
目
を

本
迩
動
へ
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
醗
名

の
愛
の
定
期
便
「
蚊
の
涙
さ
ん
」
（
大

阪
西
成
局
消
印
）
と
「
名
和
岩
根
さ

ん
」
（
神
戸
北
か
垂
水
局
消
印
）
の
長

年
に
わ
た
る
息
の
長
い
ご
協
力
に
感
謝

し
て
、
本
巡
勤
啓
発
紙
蛎
七
四
号
で
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

す
る
と
、
六
月
二
十
五
日
に
名
和
岩

根
さ
ん
か
ら
、
こ
の
啓
発
紙
第
七
四
号

を
見
ま
し
た
と
い
う
手
紙
が
き
ま
し
た

そ
の
概
要
は
、

「
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
七
四
号
を
拝
見
し

ま
し
た
。
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
ゴ
ム

印
の
手
紙
（
名
和
岩
根
さ
ん
か
ら
の
分
）

の
写
其
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
い
つ
ま
で
も
お
い
と
か
れ
よ
う

と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
少
し
で
も
お
役
に
た
て
ば
と
思

い
は
じ
い
た
事
で
す
が
．
…
・
・
わ
ず
か
な

こ
と
で
啓
発
紙
の
第
一
面
に
紹
介
し
て

い
た
だ
き
雌
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や

ら
で
露
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
く
だ
さ

る
迎
勤
本
部
の
方
の
お
人
柄
が
し
の
ば

れ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

乱
は
、
は
じ
め
か
ら
「
細
く
長
く
」

の
つ
も
り
で
、
運
動
の
モ
ッ
ト
ー
と
偶

然
の
一
致
で
す
ね
。
ゴ
ム
印
の
件
も
二

代
目
に
ゆ
ず
っ
た
時
に
世
話
の
な
い
よ

う
に
と
、
他
に
も
う
ひ
と
つ
理
由
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ナ
イ
シ
ョ
。

献
金
の
こ
と
は
、
室
族
に
話
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
下
の
娘
が
う
す
う
す
感
づ

い
て
い
る
よ
う
で
す
。
蚊
の
涙
さ
ん
同

様
二
代
目
を
頼
む
つ
も
り
で
す
。
み
な

さ
ん
お
勤
め
と
両
方
で
大
変
で
し
ょ
う

が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
ｎ
月
肥
日
京

都
商
工
会
議
所
で
京
阪
神
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

☆
チ
リ
の
帆
船
が
神
戸
に
来
港

帆
船
「
日
本
丸
」
の
神
戸
誘

致
運
動
が
高
ま
る
な
か
、
頼
も

し
い
〃
仲
間
″
が
、
南
米
の
チ

リ
か
ら
や
っ
て
く
る
。

そ
の
名
も
帆
船
エ
ス
メ
ラ
ル

ダ
号
（
３
６
７
３
ト
ン
、
全
長

１
１
３
ｍ
）
。
「
海
の
白
鳥
」
「
チ

リ
の
心
」
と
呼
ば
れ
る
同
船
の

来
港
は
如
月
調
日
。
４
日
間
神

戸
に
停
泊
し
、
ｕ
月
１
日
に
出

航
の
予
定
。
停
泊
中
は
毎
日
、 －＝可乏鐸一

蓉鼻
学たに氏坂学

技＝ m か講賢授
術科れ師三の

＃
滴
房
”
厩
多
・
壱
言
＃
ジ
Ｌ

の
編
纂
は
科
学
と
技
術
と
い
う

根
本
的
に
性
格
の
異
な
る
も
の

を
一
つ
に
ま
と
め
た
世
界
初
の

試
み
で
３
千
５
百
項
目
に
わ
た

る
用
語
、
人
名
等
を
伽
名
の
専

門
家
が
解
説
し
て
い
る
。
講
演

後
は
坂
本
教
授
を
囲
ん
で
サ
ン

パ
ル
３
Ｆ
の
ジ
ュ
ン
ク
堂
の
カ

フ
ェ
テ
ラ
ス
で
懇
談
会
が
行
わ

れ
た
。

国
次
回
は
加
月
に
陳
舜
臣
氏
を
講
師
に
招

き
、
著
書
「
中
国
の
歴
史
」
を
語
る
予

定
。
詳
し
く
は
サ
ン
パ
ル
３
Ｆ
ジ
ュ
ン
ク

堂
書
店
で
。
衝
０
７
８
（
死
）
５
２
１
２

☆
最
先
端
情
報
を
す
ば
や
く
キ

ャ
ッ
チ
、
日
経
産
業
懇
話
会

経
済
、
政
治
な
ど
の
動
向
を

人
を
招
待
す
る
。

□
お
問
合
せ
は
神
戸
市
中
央
区
中
川
手
通

２
１
Ⅳ
Ｉ
狸
神
戸
チ
リ
ア
ン
ク
ラ
プ

茸
２
９
１
‐
０
５
１
０

☆
㈱
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
主
催
で

ぶ
つ
く
・
ふ
ぉ
－
ら
む

ス
々
ダ
ー
ト
ノ
．

７
月
詔
日
（
土
）
、
三
宮
の
サ

ン
パ
ル
ビ
ル
内
会
議
室
で
「
第

１
回
三
宮
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ

ン
、
ぶ
つ
く
・
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む
」

が
開
催
さ
れ
た
。
第
１
回
目
は

『
科
学
史
技
術
史
事
典
』
の
共

同
編
集
に
携
っ
た
神
戸
商
船
大

史
事
典
』
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弄些 ,

＃Ⅷ

ど
こ
よ
り
も
早
く
正
確
に
把
握

す
る
日
本
経
済
新
聞
社
の
総
合

情
報
機
関
「
神
戸
日
経
産
業
懇

話
会
」
が
、
今
年
で
８
年
目
を

員
を
募
っ
て
い
る
。
同
懇
話
会

は
現
在
”
名
の
会
員
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
、
日
経
編
集
局
の
幹

部
、
論
説
委
員
な
ど
を
講
師
に

政
治
、
経
済
、
国
際
問
題
な
ど

専
門
分
野
の
情
報
を
明
快
に
解

説
す
る
月
例
講
演
会
を
開
催
、

工
場
会
社
な
ど
の
見
学
会
春
秋

の
ゴ
ル
フ
大
会
や
会
員
、
財
界

人
を
網
羅
し
た
親
睦
会
な
ど
、

多
彩
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

口
問
い
合
せ
中
央
区
中
山
手
通
６
１
１

１
露
／
日
本
経
済
新
聞
辿
星
又
社
内

宮
３
６
１
１
３
５
８
３
（
直
通
）

（
年
会
費
３
万
円
）

☆
神
戸
で
、
ダ
リ
の
世
界
を
ノ

ア
ル
テ
・
さ
た
け
オ
ー
プ
ン

今
世
紀
最
大
の
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム
画
家
、
サ
ル
バ
ド
ー

『
飾
り
皿
、
壷
』
な
ど
、
ノ
ー

ブ
ル
な
限
定
製
作
品
が
、
手
に

と
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
神

戸
で
も
珍
ら
し
い
シ
ョ
ー
ル
ー

奥野実社長
が報はな
、を司時
ユーーに

－
ミ
ノ
ル
サ
ー
ビ
ス
。

写
真
内
、
奥
野
氏
が
手
に
し

た
機
械
が
液
体
を
チ
ュ
ー
と
吹

き
出
す
。
そ
れ
が
ム
ク
ム
ク
と

膨
張
し
て
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
変

身
。
適
度
な
弾
力
性
が
ワ
レ
物

を
完
全
防
御
す
る
。
卯
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
か
ら
落
と
し
て
も
割

れ
な
い
こ
と
は
実
験
済
み
。

「
梱
包
の
ス
ピ
ー
ド
も
加
分
の

１
．
運
送
コ
ス
ト
も
他
な
ら
卯

、
く
釦
万
円
の
も
の
が
、
う
ち
で

は
１
万
円
１
２
万
円
。
料
金
も

豚■
刃

瀞．’
毎宮

"

》
唖

美しいダリの飾り皿

絵なのカミノレ
付世幻、 ･
し界想独ダ
たを的自リ

迎
え
、

鴎
卜
』
冊
二

》
諏
麺
鋤

睦
を
め
ざ

し
て
会

「
漂
日
（
ひ
ょ
う
じ
つ
）
」

上
野
晴
夫
箸

淡
々
と
詠
う
こ
と
は
、
と
か
く
現
代

風
の
ス
ノ
ビ
ズ
ム
が
も
て
は
や
さ
れ
る

中
で
歌
人
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
で
困

難
な
方
法
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
著
者

は
か
た
く
な
に
自
己
の
姿
勢
を
崩
さ
ず

平
凡
な
日
常
生
活
を
と
り
あ
げ
な
が
ら

実
に
さ
ら
さ
ら
と
、
口
ず
さ
む
よ
う
に

思
い
を
た
ず
さ
え
た
言
莱
を
歌
に
す
る

そ
こ
に
こ
そ
や
短
歌
の
原
点
を
感
じ

さ
せ
る
新
鮮
な
世
界
が
展
け
て
い
る
。

八
不
識
書
院
刊
２
５
０
０
円
Ｖ

「
こ
の
町
こ
の
味
」

風
間
完
箸

「
ど
ん
な
場
所
に
住
ん
で
い
て
も
人

間
に
知
恵
が
あ
る
限
り
、
ど
ん
な
地
方

に
も
う
ま
い
も
の
は
、
今
で
も
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
存
在
し
、
発
展
し
て
ゆ
く

に
ち
が
い
な
い
」
と
挿
絵
の
第
一
人
者

で
あ
る
風
間
画
伯
は
、
本
書
の
中
で
、

こ
の
よ
う
に
〃
う
ま
い
も
の
〃
を
述
べ

て
い
る
。
著
者
の
個
性
が
生
か
さ
れ
た

軽
快
な
タ
ッ
チ
は
、
う
ま
く
読
め
そ
う

だ
。
神
戸
・
京
都
を
は
じ
め
、
噸
の
店

が
紹
介
さ
れ
た
画
伯
の
逝
中
記
に
興
味

津
津
。
八
光
文
社
刊
９
８
０
円
Ｖ

「
立
腰
・
立
人
・
立
志
」

山
本
紹
之
介
著

中
学
生
の
非
行
・
校
内
暴
力
が
連
日

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
何
事
に
も
無
気
力

な
子
供
達
を
、
人
間
性
豊
か
な
、
主
体

性
の
あ
る
子
供
に
育
て
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
を
、
著
者
は
独
自
の
教

育
信
念
で
４
年
間
中
学
校
の
校
長
室
か

ら
生
徒
に
訴
え
て
き
た
。
本
書
は
手
づ

く
り
の
文
集
「
と
も
し
び
」
の
中
の
エ

ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。

〈
日
本
メ
デ
ィ
ア
ー
ッ
ー
２
０
０
円
〉

口
愛
読
者
加
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
／

〃
神
戸
っ
子
″
緬
集
室
ま
で

ム
「
ア
ル
テ
・
さ
た
け
」
が
オ

ー
プ
ン
、
早
く
も
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
佐
竹
誠
さ
ん
は

か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
を
放
浪
し
て

い
た
時
期
に
ふ
と
し
た
こ
と
か

ら
ダ
リ
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
独

占
輸
入
に
よ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
思
い
た
っ
た
と
い
う
。
悦
惚

の
詩
人
ダ
ン
テ
を
描
い
た
飾
り

壷
、
海
神
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
や
詩

神
ペ
ガ
サ
ス
な
ど
の
飾
り
皿
な

ど
、
ダ
リ
の
磁
器
が
い
っ
ぱ
い

口
問
い
合
せ
巾
央
区
元
町
通
２
１
３
１

２
元
町
ジ
エ
ム
ピ
ル
６
Ｆ
ア
ル
テ
・

さ
た
け
官
３
３
２
１
１
８
５
１
水
曜
休

☆
ワ
レ
物
輸
送
に
強
い
味
方

ユ
ー
ミ
ノ
ル
サ
ー
ビ
ス

引
っ
越
し
の
際
、
送
る
際
に

難
儀
す
る
の
が
ワ
レ
物
。
そ
ん

、
そ
の
記
念
を

’韮
祝
う
会
が
、

並
７
月
蝿
日
、

藍
神
戸
国
際
会

一
》
議
場
で
開
か

れ
、
西
村
功

5 認雰唖¥ 恩

１
１５１
１

図
書

ガ
イ
ド

雛

回ヱ起室里

Ｉ

後
払
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て

い
ま
す
。
」
と
奥
野
氏
は
語
る
。

口
問
い
合
せ
／
来
灘
区
住
吉
南
町
１
１
，

１
１
奥
野
実
社
長
雷
（
叩
）
８
２
２
‐
１

７
０
０

☆
一
」
う
べ
芸
文
、
華
や
か
に

創
立
加
周
年
を
祝
う

昭
和
妃
年
、
芸
術
文
化
に
携

わ
る
文
化
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
「
神
戸
芸
術
文

化
会
議
」
（
議
長
・
服
部
正
）

が
、
今
年
で
満
皿
年
を
迎
え
、

さ
ん
や
中
西
勝
さ
ん
ら
画
家
や

小
島
輝
正
さ
ん
、
川
柳
の
助
川

助
六
さ
ん
な
ど
関
係
者
約
叩
名

が
出
席
し
た
。

当
日
は
２
時
か
ら
の
総
会
の

あ
と
、
二
十
絃
等
の
野
坂
恵
子

さ
ん
、
歌
と
語
り
の
浦
山
弘
二

さ
ん
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
、
創
作
童
話
「
ベ
ロ
出

し
チ
ョ
ン
マ
」
を
好
演
、
華
や

か
で
格
調
高
い
会
と
な
っ
た
。

☆
ラ
マ
ル
セ
ー
イ
ズ
高
ら
か
に

神
戸
と
大
阪
の
フ
ラ
ン
ス
総

領
事
館
が
合
同
で
、
７
月
狸
日

の
パ
リ
祭
を
相
楽
園
会
館
で
開

き
、
約
三
○
○
名
の
世
界
各
国

の
人
々
を
集
め
て
お
祝
い
し
た

フ
ラ
ン
ス
国
旗
と
日
の
丸
の

前
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
マ
リ
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花シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
瞥
見

！
…
韻
；
煮

で
乾
杯
。
い
か
に
も
パ
リ
祭
ら

☆
芸
術
と
科
学
と
文
化
の

－
の
ス
ー
ツ
に
ど
た
靴
で
、
シ

オ
ー
プ
ン
。
佐
本
館
長
は
グ
レ
８
（
３
３
‐
）
６
３
０
２

し
む
パ
ー
テ
ィ
で
あ
り
ま
し
た

し
い
、
粋
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

－
ン
キ
ン
グ
ス
が
ラ
・
マ
ル
セ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
旗
を
か
☆
生
田
神
社
で
初
の
七
夕
祭
り

イ
ズ
を
演
奏
、
ア
ン
ド
レ
ブ
リ
ざ
し
て
開
館
宣
言
。
芸
術
と
科
７
月
７
日
神
戸
で
初
め
て
の

７
月
皿
日
北
野
町
の
不
動
坂
す
」
と
軽
妙
な
講
義
。
ミ
ニ
劇

カ
オ
ス
が
飛
ぶ
の
だ

計時

１
１５２
１

が
「
私
、
小
劇
場
の
味
方
で

ブリューネ領事( 左）
と笹山助役

ヤエト
ジ″

と
ン
ペ
ンざノユ

シアターポシェットの佐本氏

鳥 諜樫懲
さ村賞て１の副
ん松作、ジメ編

友
視
さ
ん

家
の
村
松

直
木
賞
作

唾
彦
星
に
捧

葎
げ
る
式

鋤
典
。
琉
球

謎
舞
や
、
ァ

》
メ
リ
カ
の

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
神
戸
新
聞
の
錨
周
年
記
念
〃
小
璽
良

平
展
〃
が
、
姫
路
市
立
美
術
館
で
開
か

れ
る
。
、
月
窮
日
ｌ
ｎ
月
釦
日
（
月
休

館
）
入
場
料
一
般
剛
円
、
大
・
高
生
即

円
小
・
中
生
咽
円
。

☆
日
本
芸
術
大
賞
を
受
け
た
現
代
美
術

の
元
永
定
正
さ
ん
は
、
焼
い
て
日
本
美

術
擬
典
会
奨
励
賞
を
受
批
、
７
月
に
は

ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
て
い
る
聴
国
現
代
版

画
展
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
狸
得
し
た
。

★
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ュ
：
ス
の
重

森
守
糎
築
長
・
川
名
紀
美
さ
ん
が
転
居

さ
れ
ま
し
た
。

新
住
所
〒
瞳
西
宮
市
深
谷
町
２
ノ
駒
ノ

叩
両
０
７
９
８
（
粥
）
１
０
１
０

★
女
優
の
明
日
香
い
づ
み
さ
ん
は
、
巾

岡
京
平
監
将
の
〃
夜
明
け
の
ラ
ン
ナ
ー

〃
（
皿
／
巧
東
宝
系
封
切
）
に
、
勝
野

洋
さ
ん
と
出
演
中
。
田
中
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
Ⅱ
〒
噸
東
京
都
千
代
川
区
６
番
町

５
１
岨
６
番
町
ス
テ
ー
、
．

“
（
郡
）
４
４
６
６
１
８
、

京
都
目
黒
区
大
橋
１
の
１
の

門
ビ
ル

★
ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
１
ａ
面
、
ｉ
一

子
）
が
引
越
し
ま
し
た
。
新

神
戸
市
襲
叩
央
鰹
錨
蛭
化
町
鋤
朝

号
（
叩
）
狸
０
１
２
０

★
欧
風
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ル
メ
に
有
名
な
グ
ェ
ー
ｌ
ｏ
９

北
野
町
に
グ
ー
ニ
：
北
野
を

６
番
町
ス
テ
ー
ト
ピ
ル
茸

４
６
６
１
８
ｎ
宅
〒
噸
東

区
大
橋
１
の
１
の
２
邦
２
長

Ｐ
１
ａ
助
ｎ
ｉ
ｎ
Ｅ
（
泥
黙
坐

起
し
ま
し
た
。
折
住
所
〒
剛

開ノョと日住
店１８し会所
さ’’て館
せにグ２２２

ま
す
。
（
中
央
区
北
野
町
４
手
目
９
１

⑫
北
野
林
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｂ
・
凸
〉

☆
ち
生
っ
と
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
音

楽
家
の
田
淵
幸
三
さ
ん
が
神
戸
へ
転
居

さ
れ
ま
し
た
。
〒
師
溌
区
榛
原
北
町
３

丁
目
四
ノ
ー
貧
叩
（
”
）
０
３
９
９

☆
元
本
誌
細
築
郁
の
中
塚
蛾
が
６
月
皿

臼
井
謹
士
の
河
内
保
さ
ん
と
ゴ
ー
・
ル
イ

ン
し
ま
し
た
。
新
居
は
〒
顕
大
阪
市
梱

島
区
大
開
１
丁
目
、
稀
型
号
奮
“
（
似

７
６
１
８

★
神
戸
新
聞
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
北
硫
之
さ
ん
が
独

立
。
写
其
事
務
所
は
、
株
式
会
社
ス
ク

ジ
オ
・
コ
ン
パ
ス
〒
顕
大
阪
市
淀

宮
原
町
１
ノ
妬
ノ
２
ジ
ャ
ル
ダ
ン

川
１
０
０
６
両
“
（
郷
）
４
３
４
１
東川
淀区
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敏瞬蕊譲騨

議；
穏驚

は
、
ひ
と
と
き
南
国
ム
ー
ド
に

酔
い
し
れ
た
。

ロ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
ー
Ｆ
茸
３
３
１
１
２
１
２
２

☆
な
る
ほ
ど
、
こ
の
味
／
，

串
焼
専
門
店
「
鼓
狸
庵
」

。
。
■

「
鼓
狸
庵
」
と
書
い
て
「
↑
』

り
あ
ん
」
と
読
む
、
ち
ょ
っ
と

ヒ
ネ
っ
た
と
こ
ろ
が
楽
し
い
串

焼
き
と
季
節
料
理
の
専
門
店
。

入
口
に
は
タ
ヌ
キ
の
絵
が
い
っ

ぱ
い
飾
っ
て
あ
り
、
い
か
に
も

美
味
し
く
て
大
満
足
ノ
．
と
い

う
ぐ
あ
い
に
、
色
ん
な
タ
ヌ
キ

た
ち
が
腹
鼓
を
う
っ
て
い
る
姿

も
楽
し
い
。
こ
の
店
の
ご
主
人

☆
向
田
俊
博
さ
ん
の

エ
ル
ヴ
ィ
ノ
Ⅶ
周
年

「
あ
っ
と
い
う
間
の
加
年
で
し

た
ね
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
鉦
蚕
ロ
と

観
客
と
い
う
隔
た
り
の
あ
る
関

係
で
し
か
ギ
タ
ー
を
聞
い
て
も

ら
え
な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
店

を
開
い
て
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
中
で

直
に
ギ
タ
ー
を
お
客
さ
ん
に
聞

い
て
も
ら
え
る
幸
せ
は
格
別
。
」

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
向
田

俊
博
さ
ん
が
「
エ
ル
ヴ
ィ
ノ
」

を
北
野
で
開
き
、
今
、
中
山
手

（
生
田
神
社
東
門
傍
伊
豆
ピ
ル

２
Ｆ
毎
通
１
６
６
３
６
）
に
移

っ
て
加
周
年
を
迎
え
７
月
９
日

、
日
の
両
日
に
、
記
念
パ
ー
テ

ィ
を
開
い
て
約
一
○
○
名
が
集

ま
っ
た
。
３
年
間
カ
ラ
オ
ケ
も

上
う
い
ら

木
下
陽
登
さ
ん
は
歴
と
し
た
建

築
士
で
、
奥
さ
ん
と
も
ど
も
大

の
食
通
。
全
国
の
美
味
し
い
店

を
夫
婦
で
め
ぐ
っ
た
あ
げ
く
満

足
し
き
れ
ず
、
そ
れ
な
ら
い
っ

そ
自
分
た
ち
で
「
な
る
ほ
ど
／
」

と
い
え
る
お
店
を
、
と
６
月
に

開
店
。
さ
さ
身
の
変
り
コ
ロ
ッ

ケ
、
と
ろ
ろ
の
の
り
巻
揚
、
貝

づ
く
し
、
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
い

っ
ぱ
い
の
料
理
が
楽
し
め
る
。

口
中
央
区
北
長
狭
通
２
Ｉ
ｍ
Ｉ
ｍ

官
３
９
１
１
０
７
５
９
／
午
後
５
時
、
Ｉ

灘
び
っ

一

マスターの向田さんとともに

お
か
な
か
っ
た
が
、
商
売
に
徹

し
よ
う
と
レ
ー
ザ
ー
・
カ
ラ
オ

ケ
・
デ
ィ
ス
ク
を
加
万
円
で
買

っ
て
、
７
月
虹
日
か
ら
お
目
見

得
。
き
れ
い
な
映
像
に
合
せ
て

唄
う
気
分
は
最
高
ノ
・
現
在
伽
曲

年
内
に
は
剛
曲
に
な
る
そ
う
。

☆
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
夜
を
貴
方
に

『
南
国
の
夜
』
等
の
ヒ
ッ
ト
曲

で
お
馴
染
み
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
歌

手
・
南
か
お
る
さ
ん
が
、
白
石

信
と
ナ
レ
オ
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
と

共
に
、
７
月
晦
日
ト
ム
・
キ
ャ

ン
テ
ィ
で
華
麗
な
歌
声
を
響
か

せ
た
。
「
創
業
加
年
の
感
謝
を

込
め
て
企
画
し
ま
し
た
」
と
榊

晴
，
夫
マ
ス
タ
ー
。
『
カ
イ
ナ
マ

ヒ
ラ
』
な
ど
の
曲
が
続
々
と
披

露
さ
れ
、
詰
め
か
け
た
フ
ァ
ン

淫

トロピカルなムードがいっぱい

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

北
海
道
郷
土
料
理

え
ご
蝦
夷

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
‐
栂

東
門
筋
東
門
会
館
ピ
ル
－
Ｆ

筒
３
３
１
１
７
７
７
０

八
ご
あ
い
さ
つ
Ｖ

北
海
道
郷
土
料
理
の
店
〃

蝦
夷
″
が
神
戸
。
三
宮
に
オ

ー
プ
ン
し
て
、
こ
の
秋
で
哩

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
代
表
的
な
料
理

の
毛
が
に
、
ル
イ
ベ
、
石
狩
鍋

帆
立
貝
、
北
寄
貝
、
氷
下
魚

柳
葉
魚
や
メ
フ
ン
、
石
狩
の

味
な
ど
の
珍
味
を
、
美
味
し

撫
識
識
鑑
識
蝉
噸
将
鍾
識
雷

畷
…

1 2 周年を迎えた蝦夷

く
召
し
上
っ
て
い
た
だ
き
た

く
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
精

進
を
し
て
行
く
つ
も
り
で
す

よ
り
一
層
の
お
引
き
立
て
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
宜
敷
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
９

月
加
ｌ
卯
日
ま
で
に
ご
来
店

の
方
に
は
粗
品
を
進
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
来
店

を
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す

’
1５３
１

鼓狸庵

''１４
審唾歯詑一・ q F
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